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　食洗機で洗えない食器の代表的なモノは漆塗りや上絵付き

陶磁器等の高級食器です。上絵付き磁器の代表としては有田

焼がありますが、近年では海外への輸出も視野に入れて食洗

機対応という製品もあるようです。

　今回は高級磁器として有名な有田焼の中から、下絵しかな

い磁器ならば食洗機で洗っても問題ないのか、また上絵付の

磁器は実際に500回洗うとどうなるかを繰り返し洗浄して確

認いたしました。今回テストした磁器は下記の10種類（4社）

の磁器です。

　食器番号1、2、5、6、7、8は上絵付き磁器と思われ、食器

番号3は白磁、食器番号4は下絵のみの磁器、食器番号9、10

は釉薬（ゆうやく）に色付けされているのではと思われます。

　さて、下絵付けとか上絵付けとはどういうことでしょう

か。何故、上絵付けの陶磁器は洗えないのでしょうか？

　上絵付の陶磁器が食洗機で洗えない理由は制作工程を追っ

てみると分かります。�

1）�素焼きの状態の素地に下絵が絵の具で付けられます。

2）�その後、全体に釉薬を掛けて1300℃程度の高温で焼成さ

れます。この際に釉薬は透明なガラス質となり下絵を保

護すると共に、水を通さずに汚れにくくなります。

�3）�上絵付けは、このガラス質の上へ低温で溶ける絵の具で

絵付けをして、更に低温（7～800℃）で焼成したもので

す。低温での焼成は色の発色が良いのが特徴です。

　従って上絵はガラス質の上にあり、食器の表面に露出した

状態で保護されていないので洗浄には注意を要します。特に

食洗機の洗剤（アルカリ性）で高温洗浄すると変色や剥がれ

てしまうことが予想されます。

食器洗い乾燥機で洗えるモノ洗えないモノ
～高級磁器を500回洗ってみた～

　食器洗い乾燥機（以下、食洗機）は家事の労働時間を確実に減らしてくれるので、重宝して使用されて
いる方が多いと思われます。しかし、各メーカーの取扱説明書には洗えないモノとして例示されている
食器類があるので注意が必要です。

洗えない食器
漆塗りや上絵付きの陶磁器

上絵付き磁器とは

　今回、使用した食洗機はミーレのビルトイン型の製品で

す。庫内にはギッシリと食器を並べた状態で500回の繰り返

し洗浄を行いました。

　上絵付けが施されていない食器番号3、4、9、10は実際に

500回の洗浄を繰り返しても、予想通りに初期の状態と区別

がつきませんでした。食器番号9、10の彩色は釉薬に色が付

けられていると思われます。

　次に食器番号2、8に関してですが、こちらは500回の洗浄

後でも、殆ど変化に気付かない程度でした。食器番号2に関

しては、未洗浄のものと並べてみれば風合いが少し変わって

いるかなと感じます。しかし、十分に食器としての彩りを

保っています。食器番号8に関しては更に風合いの変化が少

なかったのです。両方とも上絵付けを用いられていると思わ

れますが、何か工夫されているようです。

　一方で食器番号1、5、6、7に関しては500回の洗浄を待た

ずに退色してしまいました。特に金色の彩色に関しては例外

無く食洗機で洗えないという結果になりました。50～200回

の洗浄で彩色が剥げ落ちて白い下地が現れました。

表1　評価に使用した有田焼食器の一覧
1（I社） 2（I社） 3（T社） 4（D社） 5（A社）

金の上絵付け 上絵付け 白磁 下絵のみ プラチナ上絵
6（A社） 7（A社） 8（A社） 9（A社） 10（A社）

金の上絵 金の上絵付け プラチナ上絵 釉薬 釉薬

表2　使用した食洗機の仕様
使用食洗機 ミーレ　G6824SC

洗浄モード クイックパワーウォッシュ（所要時間58分）

水量 11.5ℓ

水温 65℃

洗浄回数 最大500回まで

洗剤 食器洗い機用タブレット洗剤（乾燥仕上げ剤を併用）

カトラリー棚 上段のカゴ 下段のカゴ

写真1　庫内の配置

500回洗った結果

表3-1　食器番号3の洗浄後
洗浄回数 洗浄後の食器状態（左が洗浄後、右は未洗浄の状態）

500

表3-4　食器番号10の洗浄後
洗浄回数 洗浄後の食器状態（左が洗浄後、右は未洗浄の状態）

500

表4-1　食器番号2の洗浄後
洗浄回数 洗浄後の食器状態（左が洗浄後、右は未洗浄の状態）

500

表4-2　食器番号8の洗浄後
洗浄回数 洗浄後の食器状態（左が洗浄後、右は未洗浄の状態）

500表3-2　食器番号4の洗浄後
洗浄回数 洗浄後の食器状態（左が洗浄後、右は未洗浄の状態）

500

表3-3　食器番号9の洗浄後
洗浄回数 洗浄後の食器状態（左が洗浄後、右は未洗浄の状態）

500
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　今年は年初から新型コロナウイルスが世界を席巻した。そ

の勢いは未だに衰えていない。そんな中で、「日本の奇跡」「日

本の謎」という現象が起きた。

　感染者・死亡者の総数はアメリカ・ブラジルが圧倒的に多く、

人口10万人に対しては、アメリカは1822人・55人、ブラジル

が1839人・57人、インドは267人・5人、イタリアは445人・59

人、これに対して日本は54人・1人である（9月1日現在）。

　対応策として各国はロックダウン（都市封鎖）、外出禁止等

強制力を以て臨んだが、日本は「外出自粛要請」「事業休業要

請」だけで、強制力を伴った対応はしなかった。そんな対応

を見て、各国のメディアは「見せかけ」「生ぬるい」「遅い」など

の罵言を発した。しかし、結果は上記

の通り、日本の犠牲者は圧倒的に少な

くて、彼らは「奇跡」だとか「謎」と評

せざるを得なかった。産経抄（4月19

日）は、「要請（yousei）」だけで「強制

（kyousei）」されなくとも身を慎むと

いう日本人の美質・良識があったから

というが、knifeのように冒頭のkを発

音しないことを「黙字」というらしい。

日本人は強いられなくとも「黙字」の

存在を受け止めるという度量があると

いうことか。

　確かに、こうした現象を見て、日本

人の民度が高く、品格があるとの言説

もなされた。だが、そんな自尊的な言

い方をしなくても、それが日本人の民

族性である。「他人様に後ろ指を指され

ないように」という「恥の文化」が根底

にあり、貧富の差も他国に比べて大きくない。民族としての

一体感も高い。そういう感性に訴え、コンセンサスを作った

組織があった。それがテレビである。筆者がテレビ関係者だ

から、「我田引水」と言われそうだが、感染防止と流言飛語の

抑制に関してはテレビの存在が大きかった。ある機関が伝え

るところによると、世界各国のテレビに対する信頼度調査で

は、先進民主主義国家において、日本が最も高い。アメリカ

は最も低いゾーンで、ドイツやオランダ等ヨーロッパの国々

は中位にある。この結果には「なるほど」とうなずける点も少

なくない。アメリカは民間放送が圧倒的に強くて、公共放送

の存在が薄い。ヨーロッパは逆で、公共放送が強くて、民間

放送は後塵を拝している。日本はどうかと言えば、公共放送

と民間放送が拮抗している。換言すれば放送の二元体制が機

能している。

　政府は3月のコロナ対策の特措法で、受信料で成り立つ公

共放送NHKをして「指定公共機関」とし、政府と連携協力をさ

せることにしたが、企業広告費という市場原理で成り立つ民

間放送はその対象にしなかった。NHKには政府系の専門家が

よく登場し、コロナの脅威や感染防止策について、細かく理

性的に解説していた。民放も負けてはいなかった。在野と思

しき専門家が登場し、病気の恐ろしさを余すところなく伝え

ていた。特にタレントの志村けんさんや岡江久美子さんのコ

ロナに起因する死去に関しては、視聴

者の感情に訴える形で、コロナの怖さ、

不条理を伝えた。

　また、正義中毒者がまき散らす「自粛

警察」「マスク警察」「帰省警察」等の中

傷・暴言や、医療従事者等へのいわれな

き偏見については公共放送も民間放送

も毅然として対応した。その結果、流

言飛語の発生も抑制した。総務省が6月

に調査したところによると、コロナ報道

に関してネットを含め、国民が一番多

く接触・視聴したのは民放テレビであっ

た。ただ、信頼性についてはトップは

NHKでその信頼性は政府を凌いでいた。

　7月に気になる本が出た。「テレビ界

『バカのクラスター』を一掃せよ」という

もので、民放の特定の番組や出演者を

完膚なきまでに批判している。「テレビ

界・・」といっても全テレビ界を指しているのではないのが救

いである。

　ただ、コロナ国難は終わったわけではない。これまで、諸

外国に比べ、相対的にうまく行ったというに過ぎない。しか

し、放送の二元体制が適切に機能すれば、第二波や別のパン

デミックが襲ってきても、日本人は対応出来るだろう。

　その二元体制がインターネットの勢力拡大で、民放経営が

苦しい状況に追い込まれる一方で、安泰した受信料収入で、

経営盤石な公共放送NHKとのバランスが失なわれそうであ

る。この二元体制をどう維持するのか、日本の放送体制もコ

ロナ同様の難局に遭遇している。

メディア抄論

テレビが「日本の奇跡」を生んだ
（株）エフシージー総合研究所　相談役　境　政郎

なんとも挑発的なタイトルだが…

　それぞれ釉薬が形成したガラス質に保護されない状態は見

た目にもハッキリ分かりますが、マイクロスコープで表面の

詳しい状態を拡大して確認してみました。洗浄で退色する食

器の場合は、洗浄前後での表面状態の変化が表5の様にハッ

キリと分かりました。

表5を見て頂くと未洗浄の状態は表面がゴツゴツと粗い状

態であることが分かります。これが食洗機で50回洗った後

には表面がかなり平滑になっている様子が分かります。高温

のアルカリ洗剤で金色の絵の具が溶かされていると推察され

ます。200回の洗浄では完全に溶かされて白い下地が出てい

ます。

　上絵付けされた食器が洗えないリストにあるのは一般的に

上絵付けの絵の具がアルカリ洗剤に対して弱いからと分かり

ます。

　食器番号8の表面状態の変化を表6に示します。

　こちらの表面もガラス質の様に平滑ではなく、表面に絵の

具が盛られている様子が分かります。しかし、その表面は粗

くはなくてガラス質を思わせます。黒い紋様もプラチナの地

の部分も上絵付けの絵の具でも表面がガラス質になり、アル

カリ洗剤に対して強いものが使われていると思われます。

◇加速試験

今回の結果から500回までの洗浄で変化するサンプルが得

られました。（途中の50、100、200、300、400回のサンプル

も保存してあります。）実際に食洗機で繰り返し500回の洗浄

を行うのは手間と時間が大変に係ります。今後、食洗機によ

る洗浄の耐久性を短時間で評価する試験装置・試験法を今回

の結果から開発することを模索しています。

洗える上絵付け磁器と
洗えない上絵付け磁器表面状態の違い

表5　食器番号6の表面状態（100倍）

未洗浄

初期から表面は凹凸
が目立つ仕上がり。

50回洗浄

表面がアルカリで浸
食され平滑になって
いる様子が確認でき
る。

200回洗浄

表面の絵の具が完全
に浸食され下地のガ
ラス質が露出した状
態

表6　食器番号8の表面状態（40倍）

未洗浄

ガラス質の上に彩色
されている様子が分
かる。明らかにガラス
質の平滑さと異なる
表面状態。

200回洗浄

浸食されていること
は確認できない。

500回洗浄

表面状態に明確な変
化は認められない。
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お
掃
除
に
便
利
な
ト
イ
レ
ク
リ
ー
ナ
ー
。

近
頃
で
は
、
そ
の
ま
ま
ト
イ
レ
に
流
せ
る
と

い
っ
た
商
品
が
数
多
く
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
市
販
の
ト
イ
レ
ク
リ
ー
ナ
ー
を
使
い

水
へ
の
ほ
ぐ
れ
や
す
さ
を
調
査
し
ま
し
た
。

　

多
く
の
水
洗
ト
イ
レ
メ
ー
カ
ー
で
は
配
管

の
詰
ま
り
を
防
止
す
る
た
め
、
汚
物
や
ト
イ

レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
以
外
の
も
の
を
流
さ
な
い

よ
う
案
内
し
て
い
ま
す
。

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
の
品
質
基
準
は
日

本
工
業
規
格（
J
I
S
P
4
5
0
1
）で
決
め

ら
れ
て
お
り
、〝
水
へ
の
ほ
ぐ
れ
や
す
さ
〟も

そ
の
一
つ
。
ト
イ
レ
ク
リ
ー
ナ
ー
に
つ
い
て

の
品
質
基
準
は
現
状
、
報
告
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
が
、〝
ト
イ
レ
に
流
せ
る
〟と
う
た
う
に
は

少
な
く
と
も
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
と
同
じ

よ
う
に
水
に
ほ
ぐ
れ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
消
費
者
庁
か
ら
も
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に「
ト

イ
レ
に
流
せ
る
」「
水
に
ほ
ぐ
れ
る
」な
ど
と

記
載
す
る
場
合
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
と

同
程
度
の
ほ
ぐ
れ
や
す
さ
を
有
し
て
い
る
、

あ
る
い
は
使
用
後
に
ト
イ
レ
ク
リ
ー
ナ
ー
を

水
洗
ト
イ
レ
に
流
し
て
も
水
洗
ト
イ
レ
の
取

り
扱
い
上
の
問
題
が
生
じ
な
い
こ
と
が
必
要

と
注
意
喚
起
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
市
販
の
乾
式
の
ト
イ
レ
ッ
ト

ペ
ー
パ
ー
と
水
に
流
せ
る
タ
イ
プ
の
ト
イ
レ

ク
リ
ー
ナ
ー
4
つ
を
使
い
、
水
へ
の
ほ
ぐ
れ

や
す
さ
の
傾
向
を
そ
れ
ぞ
れ
比
較
し
ま
し
た

（
表
1
）。

　

試
験
方
法
は
J
I
S
P
4
5
0
1
に
準

拠
し
、
行
い
ま
し
た
。
ま
ず
、
水
道
水（
20

±
5
℃
）を
入
れ
た
3
0
0
㎖
の

ビ
ー
カ
ー
を
用
意
。
次
に
回
転

子
・
マ
グ
ネ
ッ
チ
ッ
ク
ス
タ
ー
ラ

―
と
い
う
試
験
器
具
を
使
い
、
回

転
子
の
速
度（
回
転
数
）が
6
0
0

±
10
回
転
/
分
に
な
る
よ
う
攪

拌
・
調
整
し
ま
し
た
。

　

次
に
一
辺
が
1
1
4
±
2
㎜
角

の
試
験
片
を
撹
拌
中
の
ビ
ー
カ
ー

に
入
れ
、
ス
ト
ッ
プ
ウ
ォ
ッ
チ
を

使
っ
て
ほ
ぐ
れ
る
ま
で
の
時
間
を

測
定
。
回
転
子
の
速
度
は
試
験
片

の
抵
抗
に
よ
っ
て
い
っ
た
ん
は
下

が
り
ま
す
が
、
試
験
片
が
ほ
ぐ
れ

る
こ
と
で
抵
抗
が
減
る
た
め
、
回

転
数
は
徐
々
に
上
昇
し
ま
す
。
試

験
片
が
ほ
ぐ
れ
、
5
4
0
回
転
ま

で
回
転
数
が
回
復
し
た
時
点
で

測
定
を
止
め
、
試
験
開
始
か
ら

1
0
0
秒
以
内
で
あ
れ
ば
、
ほ
ぐ

れ
や
す
さ
の
基
準
を
満
た
し
た
こ

と
に
な
り
ま
す
。（
図
1
）。
試
験

は
各
試
験
品
と
も
5
回
行
い
、
平

均
値
を
求
め
、
基
準
を
満
た
し
て

流
せ
る
ト
イ
レ
ク
リ
ー
ナ
ー
を
調
査

〜
水
へ
の
ほ
ぐ
れ
や
す
さ
は
い
か
に
〜

〝
流
せ
る
〟
と

〝
ほ
ぐ
れ
や
す
さ
〟
の
関
係

い
る
か
判
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、
2
枚
以
上

重
な
っ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
1
枚
に
し

て
行
い
ま
し
た
。

　

試
験
結
果
を
図
2
に
示
し
ま
す
。
ほ
ぐ
れ

や
す
さ
の
評
価
は
J
I
S
規
格
に
従
い
、
基

準
を
満
た
し
た
も
の
は「
〇（
水
に
対
し
て

ほ
ぐ
れ
る
）」、
そ
う
で
な
い
も
の
は「
×（
水

に
対
し
て
ほ
ぐ
れ
な
い
）」と
判
定
し
ま
し

た
。
ま
た
、
投
入
直
後
と
1
0
0
秒
後
の
試

験
片
の
状
態
や
水
の
濁
度
に
つ
い
て
は
目
視

に
よ
り
観
察
し
ま
し
た
。

　

結
果
、
A
の
試
験
片
の
み
が
J
I
S
規
格

の
基
準
を
満
た
し
、
他
の
試
験
片
は
水
に
対

す
る「
ほ
ぐ
れ
や
す
さ
」の
基
準
に
達
し
ま
せ

ん
で
し
た
。
ま
た
、
投
入
か
ら
1
0
0
秒
後

の
試
験
片
の
状
態
を
観
察
し
た
と
こ
ろ
、
A

は
投
入
し
て
か
ら
早
い
段
階
で
細
か
く
ほ
ぐ

れ
、
白
く
濁
っ
て
い
る
様
子
が
確
認
で
き
ま

し
た
。

　

一
方
、
B
の
試
験
片
で
は
A
の
試
験
片
ほ

ど
の
細
か
な
ほ
ぐ
れ
は
み
ら
れ
ず
、
C
と
D

に
つ
い
て
は
大
き
な
変
化
は
観
察
さ
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。B
、
C
、
D
で
は
回
転
子
へ
の

抵
抗
が
大
き
く
な
り
、
回
転
数
が
回
復
し
な

い
傾
向
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

　

図
2
の
結
果
か
ら
、
J
I
S
規
格
の
基
準

に
達
し
な
い
ト
イ
レ
ク
リ
ー
ナ
ー
も
み
ら
れ

ま
し
た
が
、
実
際
に
ト
イ
レ
ク
リ
ー
ナ
ー
を

使
用
す
る
際
は
ト
イ
レ
に
流
し
た
後
に
配
管

を
通
り
、
長
い
時
間
水
に
浸
さ
れ
る
環
境
が

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
J
I
S
規
格
基
準
に
達
し
な

か
っ
た
B
、
C
、
D
に
つ
い
て
水
に
長
時
間

浸
さ
れ
た
場
合
の「
ほ
ぐ
れ
や
す
さ
」を
調

べ
る
た
め
、
追
加
試
験
を
行
い
ま
し
た
。
水

量
、
試
験
片
の
大
き
さ
、
試
験
片
投
入
前

の
回
転
数
な
ど
の
基
本
的
な
試
験
方
法
は

J
I
S
規
格
に
準
じ
、
測
定
時
間
の
み
6
分

に
延
長
し
て
行
い
ま
し
た
。

　

結
果
を
図
3
に
示
し
ま
す
。
縦
軸
は
回
転

数
、
横
軸
は
測
定
時
間
と
し
、
経
過
時
間
ご

と
に
回
転
数
を
記
録
し
ま
し
た
。
回
転
数
が

高
く
な
る
ほ
ど
ほ
ぐ
れ
や
す
く
、
J
I
S

規
格
で
は
、
5
4
0
回
転
ま
で
回
復
し
た
状

態
を〝
ほ
ぐ
れ
た
〟と
し
て
い
ま
す
。
試
験

の
結
果
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
と
A
は
開

始
か
ら
1
0
0
秒
以
内
に
5
4
0
回
転
ま

で
回
復
し
て
い
る
の
に
対
し
、
B
と
C
は

投
入
直
後
か
ら
お
お
よ
そ
1
0
0
秒
で
回
転

数
が
徐
々
に
回
復
。
時
間
を
か
け
る
こ
と
で

5
4
0
回
転
に
ま
で
回
復
し
、
ほ
ぐ
れ
る
様

J
I
S
規
格
に
準
拠
し
た

試
験
を
実
施

試験品 トイレットペーパー A B C D

外観

シート

材質 パルプ パルプ

成分 －
界面活性剤

グリコールエーテル
安定化剤
除菌剤

水
エタノール
界面活性剤

除菌剤
香料

水
エタノール

除菌剤
界面活性剤
銀系除菌剤

香料

エタノール
界面活性剤

除菌剤
オレンジエキス

シリコーン

大きさ(mm)/枚 75m×114mm
(1ロール) 300×245 160×250 440×160 340×230

厚み(mm)/枚（※） 0.10 0.15 0.15 0.15 0.10
購入価格(円) 96 287 110 279 690

※ 厚みは公表値が確認できなかったため、凡その実測値を記載

※回転子(円盤状：直径：35ｍｍ/ 厚さ12ｍｍ）

回転子
マグネチック
スターラー

試験片を投入

ほぐれるもの ほぐれないもの

回転数が100秒以内に回復（540回転）したら基準に適合

時
間
を
か
け
れ
ば

ほ
ぐ
れ
る
も
の
も

基
準
を
満
た
し
た
も
の
は

１
つ
だ
け

図1　試験の様子

図2　JIS P 4501ほぐれやすさ試験結果

表1　試験品

経過時間 トイレットペーパー A B C D

投入直後

100 秒後

JIS 規格基準 × × ×



子
が
観
察
で
き
ま
し
た
。
唯
一
、
D
の

試
験
片
は
3
6
0
秒
経
過
し
て
も
回
転

数
が
回
復
せ
ず
、
ほ
ぐ
れ
る
様
子
が
観

察
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

図
2
、
3
の
試
験
か
ら「
ト
イ
レ
に

流
せ
る
」タ
イ
プ
で
も
ほ
ぐ
れ
や
す
さ

の
傾
向
に
違
い
が
あ
り
、
A
の
よ
う
に

J
I
S
規
格
の
基
準
を
満
た
す
も
の
も

あ
れ
ば
、
B
と
C
の
よ
う
に
J
I
S
規

格
に
は
達
し
な
い
も
の
の
、
水
に
浸
す

時
間
を
長
く
す
る
こ
と
で
ほ
ぐ
れ
る
も

の
も
あ
り
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
D
の
よ
う
に
時
間
を
か
け

て
も
ほ
と
ん
ど
ほ
ぐ
れ
な
い
も
の
も
あ

り
、
商
品
に
よ
る
ほ
ぐ
れ
や
す
さ
の
違

い
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

試
験
片
を
投
入
し
て
か
ら
20
秒
後

に
注
目
し
た
場
合（
図
3 

黒
矢
印
➡
）、

回
転
数
は
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
、

A
、
B
、
C
、
D
の
順
で
高
く
、
60
秒

経
過（
図
3 

初
期
段
階
）す
る
ま
で
に
、

回
転
数
が
2
0
0
回
転
を
下
回
る
場
合

は
、
J
I
S
規
格
に
達
せ
ず
、
ほ
ぐ
れ

に
く
い
傾
向
が
み
ら
れ
ま
し
た
。
以
上

の
結
果
か
ら
、
ト
イ
レ
ク
リ
ー
ナ
ー
の

ほ
ぐ
れ
や
す
さ
に
は
、
試
験
片
を
投
入

し
て
か
ら
、
短
時
間
の
う
ち
に
回
転
数

が
高
く
な
る
こ
と
が
大
き
く
影
響
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
今
回

の
試
験
に
使
用
し
た
試
験
片
は
水
に
浸

さ
れ
て
い
る
時
間
を
除
き
、
成
分
、
材
質
等

に
大
き
な
違
い
は
み
ら
れ
ず
、
シ
ー
ト
の
構

造
な
ど
の
特
性
が「
ほ
ぐ
れ
や
す
さ
」に
影
響

し
て
い
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
ま
す
。

ト
イ
レ
ク
リ
ー
ナ
ー
は
、
お
掃
除
の
際
、

活
躍
す
る
便
利
グ
ッ
ズ
で
す
が
、
使
い
方
を

誤
っ
て
し
ま
う
と
配
管
の
詰
ま
り
な
ど
に
つ

な
が
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
ト
イ
レ
に
流

せ
る
タ
イ
プ
で
も
今
回
の
結
果
か
ら
分
か
る

よ
う
に
、
商
品
に
よ
っ
て
ほ
ぐ
れ
や
す
さ
に

大
き
な
違
い
が
あ
り
、
取
り
扱
い
に
は
注
意

が
必
要
で
す
。

ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
た
め
に
は
流
せ
る
と
書

か
れ
た
商
品
で
も
で
き
る
だ
け
流
さ
ず
、
ど

う
し
て
も
流
す
場
合
に
は「
多
め
の
水
で
流

す
」「
一
度
に
大
量
の
ペ
ー
パ
ー
を
流
さ
な

い
で
1
枚
ず
つ
流
す
」な
ど
、
自
治
体
や
各

メ
ー
カ
ー
の
指
示
に
し
た
が
い
、
適
切
に
扱

う
こ
と
が
大
切
で
す
。
シ
ー
ト
を
厚
手
で
丈

夫
に
し
た
り
、
汚
れ
が
落
ち
や
す
い
よ
う
表

面
の
形
状
を
変
え
る
な
ど
、
メ
ー
カ
ー
ご
と

に
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
が
み
ら
れ
ま
す
。
便
利

グ
ッ
ズ
を
正
し
く
使
い
、
快
適
な
お
掃
除
ラ

イ
フ
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

※
結
果
は
今
回
の
条
件
に
限
っ
た
も
の
で
す
の
で
メ
ー
カ
ー
の
各
種

公
表
値
と
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

経過時間 トイレットペーパー A B C D

360 秒後

図3　経時変化の様子

正
し
く
使
う
こ
と
が
大
事
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